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学
院
大
卒
業
生
が 

鹿
児
島
県
教
員
に 

本
学
か
ら
来
年
度
四
人
目 

平
成
十
四
年
度
に
金
沢
学
院

大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
を
卒

業
し
た
西
小
野
雄
一
さ
ん
が
こ

の
ほ
ど
、
十
七
年
度
の
鹿
児
島

県
教
員
採
用
試
験
に
合
格
し
、

来
年
春
か
ら
中
学
校
の
国
語
教

員
と
し
て
教
壇
に
立
つ
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
で
来
年
度
の
公
立
学
校

の
教
員
に
採
用
内
定
し
た
卒
業

生
は
石
川
県
二
人
、
長
野
県
一

人
を
含
め
、
合
わ
せ
て
四
人
と

な
り
ま
し
た
。 

ー
ス
の
今
村
大
祐
さ
ん
、
萩
野

佳
乃
子
さ
ん
の
四
人
が
入
選
し

ま
し
た
。 

同
展
は
福
知
山
出
身
の
文
化

勲
章
受
章
者
で
あ
る
佐
藤
氏
の

功
績
を
称
え
て
設
け
ら
れ
た
若

手
画
家
の
登
竜
門
で
す
。 

け
て
情
報
探
索
能
力
を
刺
激
す

る
方
法
も
提
案
し
、
東
高
校
の

外
部
的
評
価
と
課
題
の
チ
ェ
ッ

ク
も
行
い
ま
し
た
。 

 

金
沢
東
高
校
の
教
職
員
研
修

会
は
十
二
月
八
日
、
同
校
で
行

わ
れ
、
野
々
市
町
布
水
中
学
校

の
中
島
満
校
長
が
「
金
沢
東
高

校
に
期
待
す
る 

天
下
第
一
の

高
校
創
造
の
一
助
に
」
の
テ
ー

マ
で
講
演
し
ま
し
た
。 

 

中
島
校
長
は
、
松
任
市
内
の

中
学
校
や
文
部
省
の
派
遣
で
南

米
パ
ラ
グ
ア
イ
の
日
本
人
学
校

校
長
を
務
め
た
経
験
を
織
り
込

み
な
が
ら
、
進
路
指
導
の
ポ
イ

ン
ト
と
成
果
の
挙
げ
方
な
ど
を 

 
熱弁をふるう中島布水中校長 

 

進
路
指
導
を
熱
っ
ぽ
く 

中
島
布
水
中
校
長
が
講
演 

 

 
 

京
都
府
福
知
山
市
が
主
催
す

る
第
四
回
佐
藤
太
清
賞
公
募
美

術
展
で
、
金
沢
学
院
大
学
か
ら

出
品
し
た
十
人
の
う
ち
、
美
術

文
化
専
攻
科
日
本
画
専
攻
の
山

内
登
喜
雄
さ
ん
と
山
下
晃
世
さ

ん
、
美
術
工
芸
学
科
日
本
画
コ 

東
高
校
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

 

金
沢
東
高
校
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
は
十
二
月
二
十
一
、
二
十

二
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
校

生
徒
が
ク
ラ
ス
対
抗
で
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
大
縄
跳
び
、
個
人
戦
で
卓

球
に
挑
み
、
寒
さ
を
吹
き
飛
ば

す
熱
戦
を
見
せ
ま
し
た
。 

石川義先生から作品寄贈 

 

石
川
元
教
授
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
「
縄
文
の
土
器
達
」
（
日
展
図
録
よ
り
） 

真
脇
出
土
の
縄
文
土
器
を
描
い
た
大
作 

今
年
三
月
に
金
沢
学
院
大
学
美
術

文
化
学
部
教
授
を
退
職
さ
れ
た
石
川

義
先
生
か
ら
十
二
月
二
十
一
日
ま
で

に
、
本
学
へ
作
品
一
点
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
寄
贈
作
品
は
、
石
川
元
教

授
が
平
成
八
年
の
第
二
十
八
回
日
展

に
出
品
し
た
「
縄
文
の
土
器
達
」（
１

５
０
号
、
縦
二
一
四
㌢
×
横
一
七
二

㌢
）
で
す
。 
 

四
号
館
廊
下
に
展
示 

 

石
川
県
能
都
町
に
あ
る
縄
文
真
脇

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
縄
文
時
代
の
土

器
が
圧
倒
的
な
存
在
感
を
主
張
し
て

並
び
、
詳
細
な
土
器
の
文
様
の
描
写

が
見
る
者
を
古
代
の
ロ
マ
ン
へ
と
誘

い
ま
す
。 

同
作
品
は
四
号
館
廊
下
の
壁
面
に

展
示
さ
れ
ま
す
。 

 

中
国
で
の
中
産
階
級
形 

成
を
葛
助
教
授
が
解
説 

 

土
曜
大
学
第
十
回
講
座

 

金
沢
学
院
大
学
基
礎
教
育
機

構
主
催
の
土
曜
大
学
第
十
回
講

座
は
十
二
月
十
八
日
、
二
号
館

教
室
で
行
わ
れ
、
葛
慧
芬
助
教

授
＝
写
真
＝
が
「
中
国
社
会
に

お
け
る
中
産
階
級
の
形
成
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。 

 

葛
助
教
授
は
①
改
革
開
放
ま

で
の
中
国
社
会
の
階
層
構
造
②

経
済
成
長
と
階
層
変
動
③
中
産

階
級
の
台
頭
④
中
産
階
級
を
育

成
、
拡
大
さ
せ
る
社
会
・
経
済

的
条
件
⑤
中
産
階
級
の
成
長
と

拡
大
の
経
済
的
、
政
治
的
意
味

―
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
中
で
、「
鄧
小
平
の
登
場

で
階
級
闘
争
か
ら
近
代
化
国
家

建
設
へ
と
方
向
が
変
わ
っ
た
こ

と
が
転
機
」
と
述
べ
、
家
や
自 

佐
藤
太
清
賞
展
に
本
学
か
ら
４
人
入
賞 

家
用
車
が
買
え
る
所
得
水
準
の

中
産
階
級
拡
大
と
と
も
に
、
都

市
部
と
農
村
部
の
所
得
格
差
も

広
が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
問
題

点
を
指
摘
し
ま
し
た
。 

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
中
で
、
進
路
指
導
の
三

点
セ
ッ
ト
と
し
て
①
自
分
の
得

手
不
得
手
を
知
る
自
己
理
解
②

直
接
・
間
接
の
体
験
で
生
き
方

在
り
方
を
見
つ
め
る
自
己
啓
発

③
社
会
的
・
職
業
的
な
自
己
実

現
―
を
挙
げ
、
自
己
理
解
の
方

策
の
一
つ
と
し
て
教
員
自
身
が

生
い
立
ち
を
語
る
手
法
も
紹
介

し
ま
し
た
。 

ま
た
、
生
徒
に
と
っ
て
理
解

を
超
え
た
こ
と
を
敢
え
て
ぶ
つ 

東高研修会 

 

熱
戦
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 


